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昨年末から混迷を極めているウクライナ問題は、当初のウクライナとロシアの二国間

問題から、欧米そして日本をも巻き込んだ世界規模での対立構造に展開しており、混迷

は一層深まるばかりである。 

 今年 6 月に就任したポロシェンコ大統領率いる現政権の基盤は、極右民族派が有力

政党として政権の主要ポストを占めている現状下、必ずしも強固とは言えない。 

 今回のウクライナを巡る騒動の発端は何か。端的に言えば、昨年 11 月にウクライナ

が欧州連合と締結を予定していた連合協定について、ヤヌコヴィッチ前政権が調印を延

期し、ロシアからの融資受け入れを発表したことであろう。 

 これをきっかけに、親欧派は欧州連合への統合を求めて首都キエフを含む各地でデ

モを展開、治安部隊と衝突した。今年 2 月、ヤヌコヴィッチ政権は崩壊したがその後も

情勢は安定せず、今日に至るまで東ウクライナで親欧米の政権側と親ロシアの分離独立

派による内戦が続いていることはご存じの通りである。 

 そもそもウクライナは、過去 1000 年以上に亘り、複雑な民族・人種問題を抱えてき

た地域である。例えば、ウクライナに住むユダヤ人の歴史に焦点を当ててみると、現在

ウクライナ総人口の 1％にも満たないユダヤ人が、ウクライナの歴史へ少なからず影響

を与えてきたことを垣間見ることが出来る。 

 紀元 6 世紀ごろ、現在のウクライナからウズベキスタン一帯にかけて“ハザール王

国”が勃興し、9 世紀には「ユダヤ教国家」となった。彼らが東欧ユダヤ人のルーツと

いう説もある。 
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 その後キエフを含む一帯はリトアニアに、そして 16 世紀にはポーランドの支配下に

入った。ポーランドは歴史的にもユダヤ人に寛大で、領土拡大にともないポーランド貴

族は私有地管理に勤勉なユダヤ人を重用してきた。 

 しかし 18 世紀末までの 3 度にわたるポーランド分割により、旧ポーランド領の黒海

北部・ウクライナで生活していた 100 万人にのぼる東欧ユダヤ人が、帝政ロシアの支

配下になった。ロシアの傘下に組み込まれたウクライナでは、ウクライナ人のみならず

ユダヤ人も、時のロシア政府から様々な抑圧を受けることになった。 

 ロシアの抑圧にも拘らず、ユダヤ人は文化面でロシア（正確にはソ連邦）に大きく

貢献した。昔から今日に至るまで、ユダヤ人は教育熱心である。そして比較的裕福な家

庭で優れた教育を受けることが出来た者の一部は、音楽家の道を歩んだ。 

 ご存知の方も多いであろう。旧ソ連邦は 20 世紀半ばの音楽界において、ウクライナ

出身のユダヤ人にルーツを持つ傑出した演奏家を、きら星の如く輩出した。バイオリニ

ストを挙げると、アイザックスターン、オイストラフ、エルマン、コーガン、ミルシュ

テイン等々。ピアノではホロビッツ。実に枚挙に暇がない。 

 以上ウクライナの歴史をユダヤ人の観点から簡単に振り返ってみた。単一民族の日

本人には理解しがたい、複雑なものであることがお分かりになるであろう。 

また現在のウクライナ問題と関係するウクライナの歴史の複雑さを示す例として、多

くのウクライナ人移民の存在がある。彼らは帝政ロシアの抑圧と言う厳しい環境から逃

避するべく、20 世紀をはさんで新天地を求め、カナダや米国の農業地帯に移住してい

った、 

 カナダには現在 120 万人のウクライナ移民の末裔が住んでおり、一大コミュニティ

を形成している。今回のウクライナ問題発生後のカナダ政府の対応を見ると、そうした

ウクライナ移民の意向が大きく反映されているように見受けられる。 

 我々がウクライナ問題を議論するには、こうした歴史的に複雑な関係・経緯を、ひ

とつひとつ丁寧に深く理解する必要がある。そのベースとなるのは、”歴史に学ぶ”と

いう真摯な姿である。底流に流れる本質を見極める能力を、磨く努力を欠いてはいけな

い。 

 世界中の多くの人々が、ウクライナ問題の一刻も早い解決を祈っている。しかし現

実はロシアと欧米との東西対立のはざまで時に大きく揺れ動かされ、かつ内戦の早期終

結や破たん寸前の経済立て直し等、乗り越えなくてはならない課題が山積である。やは

り国民から支持されガバナンスの効いた安定した政府の確立が不可欠である。また隣国

ロシアや欧米列国の理解と支援が必要条件だ。 
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ウクライナはかつて、世界の食糧庫と言われた肥沃な土地。この地球は途上国の人口

爆発という問題を抱え、食糧供給の重要性が従来にも増して叫ばれている。ウクライナ

が速やかに安定を取り戻して農業を復活させ、そうした地球規模での要請にも国際社会

の一員として応える日が到来することを、切に願う次第である。更に欲を言えば、前世

紀同様、21 世紀を代表する素晴らしい音楽家がウクライナから輩出されることを密か

に期待したい。 

（IIMA メールマガジンへの寄稿） 
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